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 令和６年度庁議報告事項 

 第９回庁議（２０２４年８月２７日）まちづくり推進部中野駅周辺まちづくり課 

                           別添資料の有無（無） 

 

【件名】中野駅新北口駅前地区における基盤整備の進捗状況について 

 

【要旨】(目的・内容・対象・時期・今後の方向等） 

中野駅新北口駅前地区で整備するペデストリアンデッキ及び駅前広場等の基盤施設に

ついては、独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」という。）、東日本旅客鉄道

株式会社（以下「ＪＲ東日本」という。）及び囲町東地区市街地再開発組合への委託によ

り、今年度から随時、工事に着手している。 

今回、これらの基盤施設の整備に係る進捗状況について以下のとおり報告する。 

 

１．ペデストリアンデッキ等の協定事業について 

  ＪＲ東日本との協定事業で工事を施行するペデストリアンデッキ（エントランスデ

ッキ等、図中の緑着色部）のうち、桁製作や基礎工事の一部（鋼管杭打設まで）につい

ては、先行して７月３日に協定を締結し工事に着手した。なお、後続となる本体工事等

については、１０月を目途に協定を締結する予定である。本工事の着手に伴い、ペデス

トリアンデッキ等の工事に必要な施工ヤードの確保のため、ＮＴＴドコモ中野ビル南

側の中野駅北口広場整備事業用地の一部にある自動二輪車駐車場（収容台数：８０台）

は９月末をもって閉鎖する。 

また、四季の都市方面デッキ等の駅前広場の工事は、実施設計に続きＵＲ都市機構

へ工事の施行を協定に基づき委託する予定である。このうち四季の都市方面デッキ部

（図中の紫着色部）に関する協定については、１０月を目途に締結する予定である。 

 

協定事業範囲図 
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２．現北口バスロータリー内のバス停の再配置について 

  上記ペデストリアンデッキ整備のうち、仮設バス停と東西連絡路を繋ぐ仮設通路に

近接する下部工は、仮設通路整備に先行して整備する必要がある。このため、仮設バス

停整備に先立ち、現北口バスロータリー内のバス停（２か所）を旧区役所庁舎前の道路

上に再配置する。再配置については、１０月より工事に着手し、令和７年１月より下記

図「バス再配置案（令和７年１月～）」のとおり乗車場の配置変更を行い、運用を開始

する予定である。また、北口バスロータリー南側の歩行者動線も本整備に基づき順次閉

鎖を予定している。 

 

施行展開図（令和６～７年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス再配置案（令和７年１月～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧中野区役所 中野サンプラザ 

歩道閉鎖 工事ヤード化 

⑪番乗り場 ⑩番乗り場 

バス停移転 

旧税務署解体 

旧区役所（低層棟）解体 

仮設バス停工事 

北口バスロータリー閉鎖 仮設通路整備 

旧区役所解体 

サンプラザ解体 

新北口市街地再開発事業 

仮設バス停供用 

中区街６号工事 

インフラ工事 

四季の都市方面デッキ工事 バス停再配置 

旧乗り場 新乗り場 系統名 行先

⑩番乗り場 Ⓐ 中０１ 野方駅

Ⓑ ― 阿佐谷営業所

Ⓒ 中０３ 練馬駅

Ⓑ 阿４５ 阿佐ヶ谷駅

⑪番乗り場

Ⓐ Ⓑ 

Ⓒ 

ペデストリアンデッキ工事 
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３．仮設バス停について 

  旧区役所低層棟跡地における仮設バス停は、令和７年度に運用開始予定である。 

  旧区役所低層棟の解体は、土地区画整理事業施行者のＵＲ都市機構が、８月より工事

に着手し、令和７年２月に完了する予定であり、その後、仮設バス停整備に移行する。 

 

４．工事用仮囲いを用いたイメージアップ 

  中野駅周辺の工事のイメージアップやエリアマネジメントに資する工事期間中の賑

わい創出の一環として、工事現場の仮囲いの装飾等の活用を予定している。 

 

５．今後の予定 

令和６年度  旧区役所解体、仮設バス停整備工事 

        旧中野税務署解体、仮設通路整備 

        ペデストリアンデッキ工事着手 

令和７年度  旧中野税務署跡地インフラ移設工事、仮設バス停運用開始 

        仮設通路運用開始 

令和８年度  中野駅西口改札開業 

令和１１年度 中野駅新北口交通広場供用開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


